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『今夜、ぬか漬けスナックで』 

古矢永 塔子【著】 

ぬか床の中には、神さまが住んでいる。母を亡くし

た槇生は、瀬戸内海に浮かぶ小豆島のスナックで自

家製のぬか漬けを振る舞う。パワフルな島の人々の

やさしさに触れ、自らの心もほどかれていき…。人

生の悲しみも苦しみも、温かい島の風とぬか床の香

りが癒してくれる。一編一編、読み進めるごとに心

が温まっていく感動作。 

 

『経済がわかれば最強！―実は大人も知らないこと

だらけ』         ＤＪ Ｎｏｂｂｙ【著】 

これからの時代、自分らしく生きるための暮らしを

手に入れるには、経済の知識と動きをしっかり把握し

ていくことが重要になってくる。経済を把握すること

で、お金の流れや投資の知識だけでなく、また世界情

勢の変化も見えてくる。 

 

 

 

 

 

 

 

『語学の天才まで１億光年』 

高野 秀行【著】 

インドで身ぐるみはがされたせいで英語が上達、

暗黒舞踏家のフランス人女性に生きたフランス語を

学び、コンゴでリンガラ語を話してウケまくる。 コ

ンゴでの「語学ビッグバン」体験により、語学の面

白さに目覚め、以後、現地を訪れる際に必ずその言

語を学ぶ言語オタクと化した著者。辺境の言語は、

ネイティヴを探して学び、文法の法則は自分で見つ

ける── そのユニークな学習法は、語学上達のため

のヒントが満載！ 

 

『方舟』 

夕木 春央【著】 

地震によって山奥の地下建築に閉じ込められた柊一

たち。水が流入しはじめ、地下建築の水没までおよそ

１週間。地下建築から脱出するためには、９人のうち

誰か１人を犠牲にしなければならない。そんななか、

殺人事件が起こり…。 

 

 

 

『栞と嘘の季節』 

米澤 穂信【著】 

高校で図書委員を務める堀川次郎と松倉詩門。ある

放課後、図書室の返却本の中に押し花の栞が挟まって

いるのに気づく。小さくかわいらしいその花は――猛

毒のトリカブトだった。 

スマホを置いて読書しよう 

 

スマホで動画など与えられた映像を見るより、

本を読んで自らの想像力で映像を作ってみません

か？読みとった文章や言葉、心情や場面などから

自由にあなただけの本の世界を創造し楽しんでく

ださい。時間が出来たら、スマホを置いて本を読

んでみて！ 

※冬休み前に借りた本を返却してください。 

 

 

 



 

『流浪地球』         劉 慈欣【著】 

「四百年後、太陽が大爆発を起こし、地球は滅亡

する―生き延びるには、太陽系を脱出するしかな

い。人類は、一万基以上の巨大な“地球エンジン”

を設置、地球そのものを宇宙船として、はるか四・

三光年の彼方へ旅立つことを決意する…。 

 

 

『サブスクの子と呼ばれて』 

山田 悠介【著】 

「ヒト」のサブスクサービスが普及した日本。児

童養護施設で暮らす怜と仄花は、違法な仕事を繰り

返しながら、身を寄せ合って生きていた。ところ

が、そんな高１の秋に狂気と悲劇が訪れる。それか

ら１０年、気鋭の弁護士として活躍する怜は、変わ

り果てた仄花を救うことができるのか？そして、調

査の先に見えてきた衝撃の真実とは！？ 

 

『天路の旅人』 

沢木 耕太郎【著】 

第二次大戦末期、敵国の中国大陸の奥深くまで

「密偵」として潜入した若者・西川一三。敗戦後も

ラマ僧に扮したまま、幾度も死線をさまよいながら

も、未知なる世界への歩みを止められなかった。そ

の果てしない旅と人生を、彼の著作と一年間の徹底

的なインタビューをもとに描き出す。 

 

『流浪地球』 

劉 慈欣【著】 

四百年後、太陽が大爆発を起こし、地球は滅亡す

る―生き延びるには、太陽系を脱出するしかない。

人類は、一万基以上の巨大な“地球エンジン”を設

置、地球そのものを宇宙船として、はるか四・三光

年の彼方へ旅立つことを決意する…。 
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創元推理文庫 

タルト・タタンの夢 
近藤 史恵 文学 

マドンナ・ヴェルデ 海堂 尊 文学 

極北クレイマー 海堂 尊 文学 

極北ラプソディ 海堂 尊 文学 

狼と香辛料 24／Spring Log. 7 支倉 凍砂 文学 

宇宙兄弟 42 小山 宙哉 コミック 

夏目友人帳 29 緑川 ゆき コミック 

 

 

 

ぶらり選書 2 学年  戎先生  

 

『会計の基本と儲け方は 

ラーメン屋が教えてくれる』    

石動 龍 著 

 

みなさんはラーメン屋に一度は行ったことがあると思

います。では一杯のラーメンからどう利益が生まれるか、

一杯のラーメンの利益はいくらか、気になった人はいま

すか？ 

公認会計士、税理士、司法書士、行政書士の資格を

持ち、地元の青森県八戸市で「ドラゴンラーメン」を開

業した店主のお話です。利益を確保するためにラーメン

屋は原価率を 30％程度に抑えることが望ましいとされて

います。学習した人、これから学習する人もいますが、ラ

ーメン屋でいえば肉や煮干し、麺などの材料は変動費、

看板広告や店舗の家賃は固定費です。利益が出ないと

お店はつぶれてしまいます。ではどう利益を残すか、その

ためにどうお店を経営すれば良いでしょうか。それはしっ

かりプランを立て、実行していくことが必要であり、その

ために必要なのが、会計の知識です。専門の知識と実

際にラーメン屋を経営する上でのエピソードもあり、わか

りやすく理解できる一冊になっています。会計の基本、そ

して重要性が理解でき、会計だけでなく経営に必要なこ

とも学べると思いますので、興味がある人にオススメで

す。この本を通して知識を深めてみてください。 


